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12週以上前にワクチンの初回シリーズを完了した成人を対象とした、交互接種を伴う追加接種の免疫原性は良好で
あったと報告されている。

Atmar RL et al1（プレプリント論文）

研究内容：米国の10施設において、ファイザー社ワクチ
ン、モデルナ社ワクチン、ヤンセン社ワクチンを12週以上
前に接種した18歳以上を対象に、交互接種を伴う追加接種
の安全性・免疫原性を分析した非盲検フェーズⅠ‐Ⅱ臨床
試験の速報。※1

追加接種前と比較した追加接種後15日目のIgG・中和抗体価比

※1 著者は「初回シリーズと追加接種で使用するワクチンの組合せ間での抗体反応を直接比較
した研究デザインではない」と明記。
※2 モデルナ社ワクチンの追加接種は100μgで施行。

1. Atmar RL, Lyke KE, Deming ME, et al. Heterologous SARS-CoV-2 Booster Vaccinations: Preliminary Report.

結果：初回シリーズと追加接種で使用するワクチンの組合
せによって、458名が9グループに分類された。交互接種を
伴う追加接種6グループと、同種ワクチンによる追加接種
（同種接種）3グループすべての組み合わせで、追加接種
前と比較して追加接種後15日目のIgG・中和抗体価が上昇
した。

 IgG抗体価

‒ 同種接種で4.6-14.9倍

‒ 交互接種で4.7-56.1倍

 中和抗体価

‒ 同種接種で4.2-20倍

‒ 交互接種で6.2-75.9倍

交互接種

同種接種

Ad26.COV2-S:ヤンセン社ワクチン
mRNA-1273:モデルナ社ワクチン※2  

BNT162b2:ファイザー社ワクチン

２．本日の論点：【１】追加接種 （２）使用するワクチン

追加接種における交互接種について（免疫原性）
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新型コロナワクチンの交互接種を伴う追加接種の副反応は、初回シリーズにおける接種で報告された副反応と同程度
であり、交互接種と同種接種で差がなかったと報告されている。

Atmar RL et al1（プレプリント論文）

結果：同種接種・交互接種を含む追加接種後29日目までの副反応の報告は以下の
通りであった。

 追加接種に用いたワクチン別の副反応は以下の通りであった。

‒ ファイザー社ワクチン 22/154(14.3％)

‒ モデルナ社ワクチン 24/154(15.6％)

‒ ヤンセン社ワクチン 18/150(12.0％)

 グレード2（中等度）以上の副反応は以下の通りであった。

‒ 副反応を報告したほとんどの者の重症度は最大でもグレード2であった。

‒ グレード3の副反応は4例報告された。

• モデルナ社を追加接種したグループ：嘔吐1例

• ヤンセン社を追加接種したグループ：嘔吐1例、疲労感・異常感覚1例、
不眠症1例

 著者らは、交互接種を伴う追加接種の副反応は、初回シリーズで報告された副
反応と同程度であり、また、交互接種を伴う追加接種と、交互接種を伴わない
追加接種の間で、副反応は同様であったと報告している。

1. Atmar RL, Lyke KE, Deming ME, et al. Heterologous SARS-CoV-2 Booster Vaccinations: Preliminary Report.

研究内容：米国の10施設において、ファイザー社ワクチン、モデルナ社ワクチ
ン、ヤンセン社ワクチンを12週以上前に接種した18歳以上を対象に、交互接種
を伴う追加接種の安全性・免疫原性を分析した非盲検フェーズⅠ‐Ⅱ臨床試験の
速報

２．本日の論点：【１】追加接種 （２）使用するワクチン

追加接種における交互接種について（安全性）

追加接種後7日までに出現した初回シリーズ

と追加接種の組合せ別の全身・局所副反応

第25回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会
（令和3年10月28日）提出資料
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英国、カナダ、フランス、ドイツでは、追加接種において使用する新型コロナワクチンについては、初回シリーズで接種した
ワクチンの種類にかかわらず、mRNAワクチンを推奨している（※１）。また、米国、フランス、ドイツは、初回シリーズで接
種したワクチンと異なるmRNAワクチンの使用を認めている。

2021年11月5日時点

基本方針の
発出機関 追加接種における使用ワクチンの組合せに関する基本方針及び論拠 (11月5日現在)国

 初回シリーズで使用したワクチンの種類にかかわらず、mRNAワクチン（ファイザー社またはモデル
ナ社ワクチン）の使用を推奨。初回シリーズでmRNAワクチンを使用した場合、可能であれば同じワ
クチンを使用すべき。

保健省ドイツ

 初回シリーズで使用したワクチンの種類にかかわらず、ファイザー社ワクチンのみを使用しうる。保健省フランス

 初回シリーズで使用したワクチンの種類にかかわらず、mRNAワクチンのみを使用しうる。NACIカナダ

 mRNAワクチン（ファイザー社またはモデルナ社ワクチン）の使用を推奨※２。mRNAワクチンを使
用できない場合、アストラゼネカ社ワクチンを使用しうる。

NHS英国

 対象者は追加接種にどのワクチンを接種するか選びうる。

 （なお、FDAは明示的に初回シリーズにmRNAワクチンを接種した者に関して、初回シリーズと異な
るファイザー社、モデルナ社、ヤンセン社のいずれのワクチンも接種しうることを薬事承認）

CDC米国

 初回と２回目にファイザー社ワクチンを接種した者は、3回目もファイザー社ワクチンの接種を推奨。※3保健省イスラエル

※1:フランスはファイザー社ワクチンのみの使用を推奨している。
※2: JCVIは、9月14日時点で以下の通り記載。「初回シリーズで接種したワクチンの種類にかかわらず、ファイザー社ワクチンを推奨。代替として、半量のモデルナ社ワクチンも使用しうる。」
※3 イスラエル保健省の医療機関に対する書簡によると、国内で認可されているワクチンはファイザー社とモデルナ社のワクチンであり、初回シリーズと同じワクチンの使用を、異なるmRNAワク
チンを接種した者に対しては最後に接種したワクチンを推奨し、もし同じワクチンが使用困難な場合は異なるワクチンを使用してもよい。
Source: CDC, FDA, JCVI, NHS, NACI, フランス保健省, ドイツ保健省, イスラエル保健省, PHAC

２．本日の論点：【１】追加接種 （２）使用するワクチン

追加接種における新型コロナワクチンの組合せに関する諸外国の状況

https://www.cdc.gov/media/releases/2021/p1021-covid-booster.html
https://www.fda.gov/news-events/press-announcements/coronavirus-covid-19-update-fda-takes-additional-actions-use-booster-dose-covid-19-vaccines
https://www.gov.uk/government/news/jcvi-issues-updated-advice-on-covid-19-booster-vaccination
https://www.nhs.uk/conditions/coronavirus-covid-19/coronavirus-vaccination/coronavirus-booster-vaccine/
https://www.canada.ca/en/public-health/services/immunization/national-advisory-committee-on-immunization-naci/summary-september-10-2021-additional-dose-covid-19-vaccine-immunocompromised-following-1-2-dose-series.html
https://solidarites-sante.gouv.fr/grands-dossiers/vaccin-covid-19/je-suis-un-particulier/dose-de-rappel-covid19
https://www.zusammengegencorona.de/impfen/aufklaerung-zum-impftermin/auffrischungsimpfung/
https://govextra.gov.il/ministry-of-health/covid19-vaccine/en-covid-19-vaccine-3rd-dose/
https://www.canada.ca/content/dam/phac-aspc/documents/services/immunization/national-advisory-committee-on-immunization-naci/recommendations-use-covid-19-vaccines/statement-guidance-booster-doses/summary/summary.pdf

